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This study proposes the Japanese history lesson aiming for promoting deeper 
understanding diversity because the previous studies in relation to historical inquiry 
in Japan did not mention about connection with diversity. After conducting the 
lessons, we found that students mentioned the differences of people’s value between 
past and present based on the social structure and notions. At the end of study we 
suggested the reform of history education have more possibilities to develop 
democratic citizenship. 
 


















































































first-order concepts ）」 と 「 方 法 的 概 念







































































































た（8 月 20・21 日）。教材・指導案の第 1 案は 8
月 30 日までに大学教員・大学院生によって完成









































































































の学習指導案は，表 1・2 に示したとおりである。 
 本単元は，2 時間で構成されている。第 1 次は，
社会的変化の捉え方が静的なものではなく，動的



















































当初想定していた 60 分では第 1 次を終えること







































































16 人（8 人） 
ジャーナリズムと関連付けがで

























指導案 1 枚目 
 
表１：学習指導案（第１次）  
















◯ 史 資 料
を 提 示 し
問 題 意 識
を 持 た せ
る  
 
◯ プ レ の
認 識 を 記
録 し 結 果






◯大阪朝日新聞（ 1931.9.18 前後）の論調の変化（転換点）を  
【資料①—１・２・３・４・５・６】から読み取る  


















・ 複 数 の 原 因 が
複 雑 に 関 連 し て
いる  
・ 根 底 の 状 況 と
誘発的な出来事  










◯ 軍 部 ・
政 府 に 責
任 が あ る
と す る 史






◯ メ デ ィ
ア に 責 任
が る と す
る 史 資 料





◯ 民 衆 に
責 任 が る
と す る 史
































・ 複 数 の 原 因 が
複 雑 に 関 連 し て
いる  
・ 因 果 関 係 を 構
築する  





・ 複 数 の 原 因 が
複 雑 に 関 連 し て
いる  
・ 因 果 関 係 を 構
築する  




・ 複 数 の 原 因 が
複 雑 に 関 連 し て
いる  
・ 因 果 関 係 を 構
築する  









◯ 資 料 を
読 み 取 っ
た 結 果 を
ワ ー ク シ
ー ト に 考
察させる  
◯ ポ ス ト
の 認 識 を
記 録 し 結

















・ 複 数 の 原 因 が
複 雑 に 関 連 し て
いる  
・ 根 底 の 状 況 と
誘発的な出来事  






































◯ 前 時 の 確
認・復習をす
る  
◯ 桐 生 悠 々
の 存 在 を 示
す。  
○ SQ １ を 提
示する。  
 
○ 新 聞 記 者
の 写 真 を 前
に掲示する  
 




○ 前 時 の 関
連 資 料 を 提
示する。  
 
○ 保 阪 氏 の





































歴 史 の 一 面 と し
ての継続性  
・多数の新聞社の
論 調 の 変 化 と 信
濃 毎 日 新 聞 の 記














◯ SQ ２ を 提
示する。  
 
○ 桐 生 の 考
え 方 が わ か
る 資 料 を 提
示する。  





































当 時 の 出 来 事 や
人 物 が ， そ の 当
時，もしくは現代
の 問 題 を 解 決 す











ク シ ー ト に
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